
 

 

濱谷浩「怒りと悲しみの記録」 

会期: 2017 年 7 月 8 日（土）－8 月 12 日（土） 

会場: タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルム 

 

タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルムは、7 月 8 日（土）から 8 月 12 日（土）まで、濱谷浩個展

「怒りと悲しみの記録」を開催いたします。濱谷は 1930 年代より、人間と人間を育む環境・風土の関係を透徹し

た眼差しで捉え、峻厳な態度で写真の記録性に向き合い、時代を映す重要なドキュメントを数多く残しました。

本展では、濱谷が 1960 年の日米安保闘争を 1 ヶ月に亘り取材し上梓した『怒りと悲しみの記録』（河出書房新社、

1960 年）より約 22 点を展示いたします。 

 

東京に生まれた濱谷浩は、モダニスムの空気が漂う 1930 年代に都会や下町における新旧の混沌たる市井風俗を

撮影し、1933 年、西欧の先進的な芸術動向を紹介したカメラ雑誌『フォトタイムス』を刊行していたオリエンタ

ル写真工業に就職しました。グラフ・ジャーナリスムの確立や新興写真の隆盛など、近代写真表現の模索に伴い、

写真家という存在も近代化へ向かっていた時代において、堀野正雄や木村専一といった新時代を象徴する写真家

や編集者との出会いは、濱谷にプロフェッショナルとしての写真家の在り方を意識させる機会となりました。新

進気鋭の写真家として活躍する傍ら、「前衛写真協会」の設立に携わるなど、写真の近代化の最先端に身を置いて

いた濱谷は、グラフ雑誌『グラフィック』の仕事で新潟県高田市の陸軍スキー連隊の冬季演習を取材した際、民

俗学研究者・市川信次や民俗学資料博物館を主宰する渋沢敬三と出会い、また和辻哲郎の著作『風土：人間学的

考察』に感銘を受けたことを通じ、それまで都会の華やかなものに向けられていた視線を、人間とその形成に基

底的な作用を持つ風土に転じ、時代の転換の中でこれらを記録することの重要性を改めて認識するようになりま

した。 

 

記録することは、人類が人類であるために絶対に切り離すことのできぬ人間的な貴重な行為なのである。そして

写真こそは、その最も近代的機能をもったものであるといえる。 

濱谷浩、「写真の記録性と記録写真」、『カメラアート』カメラアート社、1940 年 12 月終刊号 

 

1940 年、新潟県・桑取谷における小正月の民俗行事を撮影する中で、雪深い越後の庶民の古典的な生活と向き合

い、人々の自然に対する畏怖と調和の精神を目の当たりにした濱谷は、以降 10 年に亘り山間の村に通い『雪国』

を発表します。その後、より広範に日本列島の気候風土、歴史的な地域社会の成立過程とその現況を確かめるべ

く、日本海沿岸の厳しい自然風土の中で暮らす人々を取材記録した『裏日本』の冒頭には、「人間が人間を理解す

るために、日本人が日本人を理解するために」という濱谷の生涯のテーマとなる言葉が記されています。 

 

戦争へ向かう情勢の中、濱谷は東方社に入社し対外宣伝グラフ誌『FRONT』の撮影をするも、社の幹部と衝突し退

社します。多くの写真家の仕事が戦時下の体制に組み込まれていく中で、濱谷は一貫して厭戦思想を貫き、1944

年には新潟県高田に移り終戦を迎えました。戦後の高度経済成長の中、濱谷は 1960 年の日米安保闘争を市民の

立場で客観的に取材、約 1 ヶ月間で 2,600 点にも及んだ記録は『怒りと悲しみの記録』として出版されました。 

 

それまで、私は政治的な取材には縁が薄かった。だが今度は違う。五月十九日の強行採決、民主主義を崩壊に導

く暴力が議事堂内部で起こった。私は戦前戦中戦後を生きてきた日本人の一人として、この危機について考慮し、

この問題にカメラで対決することにした。 

濱谷浩、『潜像残像：写真家の体験的回想』、河出書房新社、1971 年、p.198 

 

1960 年にマグナム・フォトにアジア人として初めて参加した濱谷の写真は、広く欧米で関心を集め、「怒りと悲

しみの記録」は 6 月 25 日付『パリ・マッチ』に掲載、その後マグナムを通じてイギリスの『ザ・サンデー・タイ

ムス』でも連載され、日本では写真展が銀座・松屋を皮切りに日本全国の展示会場や大学を巡回しました。しか

しながら、高まりを見せていたはずの政治意識の急速な萎靡沈滞とその後に続く擬似的な太平・繁栄の氾濫を受

け、日本の政治体制や人間に対して大きな失望感を抱いた濱谷は、日本人の特異な性質との因果関係を自然に求



め、「人間はいつか自然を見つめる時があっていい」とし、60 年代後半より科学的な視点から自然風景の撮影へ

と向かいます。その後も南極やサハラ砂漠など海外の辺境へと視点を移し撮影を行なった濱谷の活動は、常に「人

間と自然の課題を自身の目で探る」ことに根ざし、そのヴィジョンは写真が社会とどのように関わりうるかを問

い続けています。 

 

協力：Marc Feustel（Studio Equis） 

 

濱谷浩は 1915 年東京生まれ（1999 年没）。1933 年、二水実用航空研究所に入所し航空写真家としてキャリアを

始め、同年オリエンタル写真工業株式会社（現・サイバーグラフィックス株式会社）に就職。1937 年に退職し、

兄・田中雅夫と「銀工房」を設立。1938 年、土門拳らと「青年写真報道研究会」の結成や、瀧口修造を中心とし

た「前衛写真協会」設立に参加。1939 年にグラフ雑誌『グラフィック』の取材により新潟県高田市を訪れ、民俗

学者・市川信次や渋沢敬三と出会う。1941 年、木村伊兵衛、原弘らを擁する東方社に入社するも、43 年に退社。

同年、太平洋通信社の嘱託社員として日本の文化人を取材。1960 年マグナムの寄稿写真家となる。主な個展に「写

真家・濱谷浩展」川崎市市民ミュージアム（神奈川、1989 年）、「写真の世紀 濱谷浩 写真体験 66 年」東京都写

真美術館（1997 年）など。主な写真集に『雪国』毎日新聞社刊（1956 年）、『裏日本』新潮社刊（1957 年）、『怒

りと悲しみの記録』河出書房新社刊（1960 年）など。主な受賞に第 2 回毎日写真賞（「裏日本」にて、1956 年）、

日本芸術大賞（『濱谷浩写真集成：地の貌・生の貌』にて、1981 年）、ハッセルブラッド国際写真賞（1987 年）な

ど。 

 

是非、貴誌・貴社にて御紹介下さいますよう宜しくお願いいたします。 

尚、掲載用写真の貸出など、御質問がございましたら下記までお問い合わせ下さい。 

 

タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルム 

展覧会担当: 小菅 優子 プレス担当： 岡村 万里絵 

〒106-0032 東京都港区六本木 5-17-1 AXISビル 2F  tel: 03-5575-5004  fax: 03-5575-5016 

e-mail: tigpf@takaishiigallery.com   website: www.takaishiigallery.com 営業時間：11:00-19:00 定休日：日・月・祝日 
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